
調整池容量計算システム（EXEL.ver）

雨水浸透阻害行為

浸透施設 計算例
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農地

（2,160㎡）

◆直接放流区域がある場合は、許容放流量（行為前の最大値-直接放流区域の最大値）を算出

する手順となる。※貯留施設編参照

◆宅地分譲において各区画に浸透施設を設置する場合（流域が分かれている場合）、各々の

区画について、能力確認を行う必要がある。

開発前（現況） 開発後（施設計画）

計算例 浸透施設で対応した場合
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宅地

（2,160㎡）

※直接放流なし



行為前 行為後

0.200 0.900

土地利用の形態の細区分 流出係数
行為前面積

（ha）

行為後面積

（ha）

－ 0.0743 0.2160

宅地 0.90 0.2160

池沼 1.00

水路 1.00

ため池 1.00

道路(法面を有しないもの） 0.90

道路（法面を有するもの）

鉄道線路（法面を有しないもの） 0.90

鉄道線路（法面を有するもの）

飛行場（法面を有しないもの） 0.90

飛行場（法面を有するもの）

不浸透性材料により舗装された土地（法

面を除く）
0.95

不浸透性材料により覆われた法面 1.00

ゴルフ場（雨水を排除するための排水施

設を伴うものに限る）
0.50

運動場その他これに類する施設（雨水を

排除するための排水施設を伴うものに限

る）

0.80

ローラーその他これに類する建設機械を

用いて締め固められた土地
0.50

山地 0.30

人工的に造成され植生に覆われた法面 0.40

林地、耕地、原野その他ローラーその他

これに類する建設機械を用いて締め固め

られていない土地

0.20 0.0743

計

そ

の

他

流出係数算定結果
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雨水浸透阻害行為の技術基準として設定する流出係数
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全体の流出係数の算定

開発前後の土地利用面積を記入し、行為前・行為後の
流出係数を求める。

シート「流出係数算出」

②様式Ａ－２に表示された面積（右側２列を入力し、
流出係数を求める。
※単位に注意

②

①調整池容量計算システム.XLSMを開き、
シート 「流出係数算出」を開く。

①
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0.2160

0.2160



※降雨は対象地域の降雨に変更して下さい

時 分
降雨量

（mm/h）
時 分

降雨量

（mm/h）
時 分

降雨量

（mm/h）
時 分

降雨量

（mm/h）

0 0－10 2.3 6 0－10 6.0 12 0－10 80.1 18 0－10 5.7

10－20 2.3 10－20 6.2 10－20 54.4 10－20 5.5

20－30 2.4 20－30 6.4 20－30 43.2 20－30 5.4

30－40 2.4 30－40 6.6 30－40 36.6 30－40 5.2

40－50 2.5 40－50 6.8 40－50 32.1 40－50 5.1

50－60 2.6 50－60 7.0 50－60 28.8 50－60 4.9

1 0－10 2.6 7 0－10 7.2 13 0－10 23.9 19 0－10 4.8

10－20 2.7 10－20 7.5 10－20 21.7 10－20 4.7

20－30 2.8 20－30 7.8 20－30 19.9 20－30 4.5

30－40 2.9 30－40 8.1 30－40 18.4 30－40 4.4

40－50 2.9 40－50 8.4 40－50 17.1 40－50 4.3

50－60 3.0 50－60 8.7 50－60 16.0 50－60 4.2

2 0－10 3.1 8 0－10 9.0 14 0－10 15.0 20 0－10 4.1

10－20 3.2 10－20 9.4 10－20 14.1 10－20 4.0

20－30 3.2 20－30 9.8 20－30 13.4 20－30 3.8

30－40 3.3 30－40 10.2 30－40 12.7 30－40 3.7

40－50 3.4 40－50 10.7 40－50 12.0 40－50 3.7

50－60 3.5 50－60 11.2 50－60 11.5 50－60 3.6

3 0－10 3.6 9 0－10 11.7 15 0－10 10.9 21 0－10 3.5

10－20 3.7 10－20 12.3 10－20 10.4 10－20 3.4

20－30 3.8 20－30 13.0 20－30 10.0 20－30 3.3

30－40 3.9 30－40 13.7 30－40 9.6 30－40 3.2

40－50 4.0 40－50 14.6 40－50 9.2 40－50 3.1

50－60 4.1 50－60 15.5 50－60 8.9 50－60 3.0

4 0－10 4.2 10 0－10 16.5 16 0－10 8.5 22 0－10 3.0

10－20 4.3 10－20 17.7 10－20 8.2 10－20 2.9

20－30 4.5 20－30 19.1 20－30 7.9 20－30 2.8

30－40 4.6 30－40 20.8 30－40 7.6 30－40 2.7

40－50 4.7 40－50 22.8 40－50 7.4 40－50 2.7

50－60 4.9 50－60 25.2 50－60 7.1 50－60 2.6

5 0－10 5.0 11 0－10 30.3 17 0－10 6.9 23 0－10 2.5

10－20 5.1 10－20 34.2 10－20 6.7 10－20 2.5

20－30 5.3 20－30 39.6 20－30 6.5 20－30 2.4

30－40 5.4 30－40 47.9 30－40 6.3 30－40 2.3

40－50 5.6 40－50 63.9 40－50 6.1 40－50 2.3

50－60 5.8 50－60 122.6 50－60 5.9 50－60 2.2

降雨強度の設定

巴川の基準降雨を入力する。

シート「降雨強度」

②

①

【巴川の基準降雨】

降雨波形 中央集中型

生起確率 10年に１度

24時間総雨量 261.5㎜

最大降雨強度（１時間） 68.7㎜/h

最大降雨強度（10分間） 122.6mm/h
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①シート「降雨強度」を開く。
②市HPに掲載している「基準降雨」を入力する。

※システムの数値は初期値で設定されているため、
降雨強度は必ず更新する。

【河川課HP】
「巴川流域が特定都市河川流域に指定されました」

↓

「対策工事の規模や~技術基準についてはこちら」
↓

「施設の設計を支援するもの」



11:00 0.003020 0.013610 25.2000

11:10 0.003640 0.016360 30.3000

11:20 0.004100 0.018470 34.2000

11:30 0.004750 0.021380 39.6000

11:40 0.005750 0.025870 47.9000

11:50 0.007670 0.034510 63.9000

12:00 0.014710 0.066200 122.6000

12:10 0.009610 0.043250 80.1000

12:20 0.006530 0.029380 54.4000

12:30 0.005180 0.023330 43.2000

12:40 0.004390 0.019760 36.6000

12:50 0.003850 0.017330 32.1000

13:00 0.003460 0.015550 28.8000

全体の流出量の計算１

直接放流部の前後の全体の流出量を求める。

シート「01流出計算（Q-Tグラフ）」

②

①シート「 01流出計算（Q-Tグラフ） 」を開く。
②「流出係数」を押して、流出係数を算出する。

①

※表示される流出係数が、様式Ａ－２の流出係数と一致している
ことを確認

③「計算実行」を押して、行為の前後のピーク流入量を求める。

③
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時刻 行為前流入量 行為後流入量 降雨強度

0:00 0.000000 0.000000

0:10 0.000280 0.001240 2.3000

0:20 0.000280 0.001240 2.3000



全体の流出量の計算２

ピーク流入量（行為前）
0.014710 m3/s

ピーク流入量（行為後）
0.066200 m3/s

「行為後のピーク流入量」が「行為前の
ピーク流入量」以下となるよう対策をする

ハイエト・ハイドログラフ
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浸透マス

浸透施設の検討

7

浸透トレンチ

浸透マス 浸透トレンチ

比浸透量（Kf） 5.12 3.34

体積（V）
砕石 0.144m3/個 0.34m3/m

内控 0.057m3/個 0.18m3/m

浸透マス×24個、浸透トレンチ×96mの設置を検討
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※透水係数は現地浸透試験結果によるものとする。
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浸透マス 透水性舗装 その他

2.754 0 .000 0 .000 33 .090 ｍ
3

条件設定

1 3.46 40.00

2 1.37 100.00

3

4

5

6

7

8

9

10

1 32.64 40.00

2 17.28 100.00

3

空隙貯留量算定結果
浸透トレンチ 空隙貯留量算定結果

30 .336

【浸透マス】
体積

（ｍ
3
）

空隙率

（％）

体積

（ｍ
3
）

空隙率

（％）
浸透トレンチ】

+ + ＝+

浸透マス 透水性舗装 その他

25 .08 0 .00 0.00 90 .53 ｍ
3
/ｈｒ

0 .02515 ｍ
3
/s

条件設定

（1） （2） （3）

内容（１） 内容（２） 内容（３）

1 5.12 0.25 24 0.81 1.00 1.00

2 1.00 1.00 1.00

3 1.00 1.00 1.00

4 1.00 1.00 1.00

5 1.00 1.00 1.00

6 1.00 1.00 1.00

7 1.00 1.00 1.00

8 1.00 1.00 1.00

9 1.00 1.00 1.00

10 1.00 1.00 1.00

（1） （2） （3）

内容（１） 内容（２） 内容（３）

1 3.34 0.25 96 0.81 1.00 1.00

2 1.00 1.00 1.00

3 1.00 1.00 1.00

浸透施設能力算定結果
浸透トレンチ 浸透施設能力算定結果

65.45

【浸透マス】

単位設計浸透能（ｍ
3
/ｈｒ/個）

設置数量

（個）

影響係数

比浸透量（㎡）
飽和透水係数

（m/hr）

【浸透トレンチ】

単位設計浸透能（ｍ
3
/ｈｒ/m）

設置数量

（ｍ）

影響係数

比浸透量（㎡）
飽和透水係数

（m/hr）

+ + ＝
＝

+

浸透施設の能力検証

シート「浸透能力」

②
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①シート「浸透施設能力」を開く。
②各施設の浸透能力を入力する。
③全体の施設能力が算出される（自動計算）。

①

③

※条件設定（比浸透量、飽和透水係数、影響係数等）は、
技術指針（第５章 浸透施設の設計）を参照



浸透能力の算出

シート「02流出計算（QT-Sグラフ）」

②

①シート「 01流出計算（QT-Sグラフ） 」を開く。
②浸透施設ありを選択し、計算実行を押す。

9

①



浸透能力の算定
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①シート「 04-①調節計算（自然調節方式）」を開く。
②「計算実行」を押す。

シート「04-①調節計算（自然調節方式）」
①

③

②

④

※既存様式「【様式】許可申請図書.XLS」の保存場所を入力

※浸透施設のみの場合は入力しない。

③総合評価に「O.K」が出たら完了。

④許可申請図書の作成を押し、計算結果を出力する。
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水位流量ハイドログラフ

行為後流入量

浸透考慮後流入量

調節後放流量

許容放流量

調整池水位

対策後の最大放流量
0.014088 m3/s

対策後の最大放流量 < 許容放流量

となればO.K.
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ハイドログラフ

ピーク流入量（行為後）
0.066200 m3/s

許容放流量＝ピーク流入量（行為前）
0.014710 m3/s


